
1．は じ め に

グローバル化は人間の社会的および空間的越境
を加速させ、人々は仕事や留学、観光、ワーキン

グホリデー、あるいは国際結婚や移住など、さま
ざまな理由で出身地以外の地域や国に移住するよ
うになっている。この先進国の中間層を中心とし
た移住の増加・多様化は、移住研究において新し
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要旨：経済、政治、宗教などが主な理由を占めていた従来の移民とは異なり、生き方やワ
ークライフバランスあるいは住環境や教育などに関する希望や理想が移住を決定する推進
力となる新しい移住形態が、先進国の中間層を中心に生まれている。この新しい移住形態
は、欧米の社会学、人類学、人文地理学の移住研究においてライフスタイル移住という用
語で概念化されつつあるが、未だに先行研究の蓄積や理論化が進んでいないのが現状であ
る。これらの点を踏まえ、本論文は当該分野の先行研究の動向を考察するとともに、日本
人移民の研究の文脈からの位置づけを行う。
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い視点を必要としている。従来の移住は、伝統的
に経済的・宗教的・政治的理由など送り出し側社
会からのプッシュ要因と、受け入れ側社会のプル
要因（例：失業率の低さや賃金の高さ、政治的安
定など）のマクロな相互作用から捉えられてい
た。しかし、現代の中間層における移住2）は、会
社を退社しての移住や留学などに見られるよう
に、必ずしも移住が生きていく上で必要な手段と
しての移住ではなく、より個人の生き方に対する
願望や理想が移住の意思決定に影響を与えるよう
になっている。これらの中間層の新しい移住を捉
える上で、これまで移住研究ではライフスタイル
移住、I ターン、文化移民など様々な用語が作ら
れてきたが、中間層における移住現象が加速して
いる現実にも関わらず、理論化の進展と蓄積が進
んでいないのが現状である。これらの点を踏まえ
本論文は、中間層における新移民に関して、経済
的動機以外の要素に着目する概念として欧米の社
会学・人類学・人文地理学において普及しつつあ
るライフスタイル移住の概念を中心に、先行研究
の整理および日本社会における移住研究の文脈か
らの位置づけを行う。

2．ライフスタイル移住
──定義および概念──

ライフスタイル移住（lifestyle migration）は、
近年、欧米の社会学、文化人類学、人文地理学に
おける移住研究の中で普及しつつある用語であ
り、先進国を中心とした中間層の移住を考察する
上で重要な概念である。ミカエラ・ベンソン
（Benson 2009 : 213）が「経済的理由や仕事や政
治的理由など伝統的に主流であった移住理由以外
の、より広範な意味での生活の質を求めての移
住」と定義するとおり、ライフスタイル移住は、
個人の生き方や生活の質に対する願望が移住の意
思決定に大きく影響を与えている現代的な移住と
捉えることができる。「経済移民」や「政治移民」
に見られるように伝統的な移民は、社会・経済・
政治におけるマクロなプッシュ－プル要因を軸に

捉えることができたが、現代の中間層とは、これ
らとは別の動きを見せている。つまり移住せざる
を得ない状況からの脱出ではなく、個人の主体性
や希望・願望が移住の推進力となっており、ライ
フスタイル移住は、その点に着目する新たな概念
である。
グローバル化が進展する今日の「移住」は、か
つての移住あるいは移民という言葉が意味した、
故郷を捨て移住先で骨を埋めるという一方向的概
念（日本社会においてはネガティブな意味合いを
持ち続けてきた「移民」）ではない。また、今日
のグローバル化論の理論的文脈、特に移住先と出
身社会の双方に帰属する「多元的帰属」や国境を
超える関係性の構築や維持を指すトランスナショ
ナリズム（e.g. Kearney 1995）から捉えるべき概
念・用語となっている。同様に、移住や移民の概
念の再検討に関連して、ワーキングホリデーや観
光ビザでの長期滞在に見られるように、移住概念
そのものも曖昧なものになり、近年の移住研究に
おいては、「移住者（migrants）」の概念は、migra-

tion すなわち「移動」という概念を基盤におい
た、「移動し、移動先に暮らす者」という幅広い
概念で捉えられる傾向にある（加藤 2012；山下
2009）。
以上のようなグローバル化時代の中間層の移住
や移民に関して、これまで新しい移住形態を示す
用語が数多く作られているが、ライフスタイル移
住という概念は、これらの多くを包含する概念で
ある（図 1参照）。包含される新しい移住形態の
例としては、海外と所属先社会を一定期間の滞在
で往復する形や、それを目的としたロングステイ
ビザを得ての移住、ワーキングホリデー（「ワー
キング」が目的でない場合が多い）、移住でも旅
行でもない形の「外こもり」（下川 2007）、「自分
探し」の移民（加藤 2009）、「文化移民」（藤田
2008）、「リタイアメント移住」（King, Warnes, and

Williams 1998）やロングステイ（小野 2007）、子
供（時には親自身も含む）の教育と海外経験のた
めに一定期間（大半は父親を残し母子で）海外に

────────────────────────────────────────────
２）「移住」（migration）の概念に関しては、「永住」に限定した用法と、「移動し、移動先に暮らす」という広義の
用法と二通りあるが、本論文は、後者の概念に基づき、移住をワーキングホリデーや「長期滞在」も含む概念
として捉えている。
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滞在する「親子留学」などを挙げることができ
る。これらの新移民をめぐる経済的要素以外の移
住動機として、移住研究において着目されている
視点としては、「海外生活への憧れ」（Kelsky

1999, 2001）、「理想のライフスタイルを享受する
手段」（Nagatomo 2007, 2015 ; Williams and Hall

2000）、「自分探し」（加藤 2009）など、様々な視
点から研究されている（次章参照）。
これらの現代の新移民をめぐる多様なカテゴリ
ーの間でも共通点は存在する。第一に中間層にお
ける労働市場の流動性およびライフコース選択の
柔軟性の増加が背景に存在する点を指摘すること
ができる。伝統的に移民の大半を占めていた経済
移民は、経済的苦境からの脱出あるいは経済的成
功を夢見ての移住であり、その多くは低所得者層
が占めていた。例えば日本社会からの移民を見て
みると、戦前・戦後の農村部から南北アメリカ大
陸やハワイへの農業移民にその典型を見ることが

できる。しかし、上記に示したロングステイ、I

ターン、文化移民などの新しい移民のカテゴリー
を見てみると、彼らの大半が中間層に属し、移住
しないと生きていけないという状況、つまり経済
的状況が彼らの直接的なプッシュ要因とはなって
いないことがわかる。また、グローバル化の進展
に伴って、中間層の間での労働市場の流動性が増
加するとともに、キャリアデザイン、結婚、リタ
イアメントをめぐるライフコース選択の柔軟性が
増加した点も背景として存在している。日本社会
の文脈では、90 年代以降の社会構造の変化は、
「立身出世から自己実現への価値観の転換」をも
たらし、中間層におけるライフコース・モデルの
多様化と流動性の増加を引き起こしている（多賀
2011；長友 2013 a）。また若年層の離職率上昇や
退社後の留学やワーキングホリデーの増加あるい
は早期退職による田舎暮らしの選択等に見られる
ように、日本社会の中間層は社会構造上の変化と

図 1 ライフスタイル移住の概念と既存の移住カテゴリー（「移住」を広義で捉えた場合）
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ライフスタイル価値観の変化の双方が、生き方の
柔軟性と流動性の増加をもたらしている。このよ
うな日本社会の中間層をめぐる状況において移住
や留学が増加する一方で、国内でも U ターン
（出身地への帰還移住）や I ターン（出身地以外
の地方部への移住）と呼ばれる地方部への移住が
顕著に見られるようになっている（長友 2013

b）。上に述べた新移民の多くは、会社の途中退職
を経ての海外渡航・移住を行っており、彼らの移
住の背景として、中間層をめぐる状況の変化やラ
イフコース価値観の変化は、共通する要素として
捉えることができる。
第二に「観光や滞在経験と移住のつながり」が
移住プロセスにおいて密接な関連性を持つ点を挙
げることができる。観光やビジネス、留学などの
滞在経験が移住や国際結婚につながるケースが増
加し、現代の移住プロセスを考察する上で滞在経
験と移住の意思決定の関連性は切り離して考える
ことはできない。また、観光そのものの変化、す
なわちマス・ツーリズムよりもむしろ遺産観光や
自然を楽しむオールターナティブ・ツーリズムの
流行は、間接的にその地へのリタイアメント移住
やロングステイなどの移住にもつながるようにな
っている。ウィリアムズとホール（Williams and

Hall 2000 : 10）は移住研究と余暇研究を理論的
結びつける中で、次のように述べている。

多くの先進国社会において、ポストモダニズ
ムと関連性があると思われる価値観の変化が
生じている。中でも特に自然、本物のライフ
スタイルあるいは想像上の懐かしいライフス
タイルや風景へのノスタルジア、また環境保
護主義が表面化してきている。これは、新し
い観光の形態の成長をもたらすと共に、一部
ではドルドーニュ地方やトスカーナ州に見ら
れるような地方部における独特な観光形態の
誕生につながっている。一方で、この新しい
観光形態の誕生は、これらの牧歌的な地方部
への労働力人口の移住およびリタイアメント
移住の両方を含むライフスタイル移住に影響

を与え、「田舎の高級化（ rural gentrifica-

tion）」につながっている3）。

ウィリアムズとホールは、先進国社会における消
費主義的傾向のアンチテーゼとして新しい価値観
が生まれ、それがライフスタイルへの関心や牧歌
的生活へのノスタルジアに繋がり、結果的に新し
い観光の形や従来移住先として脚光を浴びること
のなかった地方部の移住先としてのブランド化に
つながっていると述べている。これらの点を日本
社会の文脈から捉えると、90年代以降のオール
ターナティブ・ツーリズムの流行と中間層におけ
るライフコース・モデルの崩壊や労働市場の流動
化は、遺産観光や地方部への観光・滞在の流行を
生み、鹿児島県屋久島町や島根県隠岐郡海士町な
ど、消費主義のアンチテーゼとしての移住やオー
ルターナティブ・ツーリズムと移住の関連性が顕
著に見られるようになっている（阿部 2013）。
第三に、移住の意思決定や推進力をめぐる「想
像力」の力が挙げられ、いずれの新移民のカテゴ
リーにおいても、個人が移住先や移住以降の生活
について想像し、その想像力が意思決定における
推進力となっている点を指摘することができる。
グローバル化以前の経済移民の時代においても先
に移住した知人・親戚の話あるいは移民ブローカ
ーからの情報をもとにしたサクセスストーリーを
めぐる想像力や期待は、移住の意思決定の推進力
となっていた。しかし、グローバル化が進展した
現在、個人はインターネットや各種メディアによ
って具体的な情報やイメージを得ることができ、
低価格化した航空運賃・旅行代金によって、移住
を検討するための下見旅行を行うことができる。
つまり、越境をめぐる想像力の具体性と推進力
が、グローバル化以前よりも増加していると言え
よう。アパデュライ（Appadurai 2001 : 6）はグロ
ーバル化時代の「想像力」の力について、次のよ
うに述べている。

想像力は個人の特質や日常性からの現実逃避
あるいは美意識上の問題ではなく、日常生活

────────────────────────────────────────────
３）筆者訳。
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や世間一般の人々の能力として見るべきであ
る。すなわち想像力によって、人々は移住の
意思決定を行い、国家的暴力に抵抗し、社会
問題の是正を求め、市民団体の新しい形や国
境をも超える連帯を策定するのである4）。

アパデュライは「下からのグローバル化」（grass-

roots globalization）に関して上記のように述べ、
人、資本、技術、情報、イデオロギーなど、様々
な物的・文化的越境現象が加速する中で、想像力
やファンタジーが、個人の移動や越境的な連帯を
生み出す推進力となっている点を述べる。アパデ
ュライのような想像力の作用に着目する視点は、
新移民の移動をめぐるプロセスのみならず、移住
後のアイデンティティや多元的帰属の研究（e.g.

Robins and Aksoy 2000）やロングディスタンス・
ナショナリズム（e.g. Skrbis 1999）にも関連性を
有していると言えよう。
本章は「ライフスタイル移住」に関して、中間
層、個人化を含む新しい価値観・生き方、観光と
移住のつながりなど、現代の中間層の価値観や観
光の変化が関連性を持つ現代的現象として捉える
ことができ、経済的動機以外の要素に注目する点
で、新移民をめぐる新しいカテゴリーの多くを包
含する包括的概念である点を示した。また、これ
らの新移民をめぐる用語の中での共通点として中
間層をめぐる労働市場やライフコース価値観の変
化が関連している点、観光や滞在経験と移住の関
連性、および移住の意思決定における想像力の役
割の 3点を示した。次章ではライフスタイル移住
をめぐる先行研究の動向および日本人移住者に関
する研究動向について論じる。

3．先行研究の動向

ライフスタイル移住、すなわち経済的動機以外
の要因が大きく作用している移住に関する先行研
究は、欧米の社会学と人文地理学を中心に存在す
るものの、研究の蓄積は少ない。先行研究の傾向
としては、移住理由や移住プロセスや移動パター
ンに関する研究が中心を占め、彼ら新しい移住者

のライフスタイルや理想の生活の質を求める傾向
に関する調査が多い。先行研究の間では、ライフ
スタイル移住というカテゴリーで論じている研究
とそうではない研究の双方が存在するものの、今
日の中間層の国際移住において、経済的動機以外
の要素、つまり広義のライフスタイル要因の重要
性が認識されている点には一定のコンセンサスが
ある。また理論的な動向としては、観光あるいは
滞在経験と移住の関連性に着目する動きが見られ
るが、その研究の蓄積は少ないのが現状である
（ Hall and Williams 2002 ; Williams and Hall

2000）。以下には、これらの先行研究の動向およ
び日本人移住者をめぐる先行研究について論じ
る。
ライフスタイル移住に関する先行研究のうち国
内移住に関する研究を見てみると、バーンリーと
マーフィー（Burnley and Murphy 2003）が著書 Sea

Change : Movement from Metropolitan to Arcadian

Australia にて近年のオーストラリアにおける都
市部から郊外部への人口移動を研究し、その人口
移動の主たる要因が都市部の住環境や仕事中心の
生活の現状と、郊外部（沿岸部および内陸部）の
牧歌的な環境への理想にある点を指摘している。
このバーンリーらに見られるような郊外への移住
を反都市化（counter-urbanization）の文脈から研
究する視点は、国内のライフスタイル移住に関す
る先行研究の中では移住要因の最も大きな要素と
して捉えられており、この視点は、ニュージーラ
ンドの地方部への移住の研究を行ったスウァフィ
ールドとフェアウェザー（Swaffield and Fair-

weather 1998）や、アメリカの北部の州とアリゾ
ナ州フェニックスの間を季節ごとに移動／移住す
るリタイアメント移住者の「季節的移住」（seasonal

migration）の研究を行ったマクヒューとミングス
（McHugh and Mings 1996 : 546）の研究にも見る
ことができる。
また、この研究分野では、住環境から仕事・余
暇の過ごし方、人生の生き方まで含む広義の「ラ
イフスタイル」が「プル要因」として設定されて
いる点に特徴がある。社会構造をプッシュ－プル

────────────────────────────────────────────
４）筆者訳。
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の図式で分析する従来型の移住研究のフレームワ
ークでは解明が難しいライフスタイルのプル要因
としての誘引力は、質的研究がその手法として適
合し、移住研究の中でも人文地理学、社会学、文
化人類学の三つの領域が先行的に研究を行ってき
た。例えばウォルムズレイらの研究（Walmsley,

Epps, and Duncan 1998）は、オーストラリアのニ
ューサウスウェールズ州の沿岸部への国内移住の
動向について、住環境、気候、ゆったりとした生
活のリズムなどに見られるプル要因が、実際は経
済的動機や経済的要素に見られるプッシュ要因よ
りも重要な要素として作用している点を指摘して
いる。ファウンテンとホール（Fountain and Hall

2002）は、ニュージーランドの地方部へのライフ
スタイル移住についてリタイアメント移住、芸術
家、都市部から逃れてきた専門職、テレワーク
（在宅）勤務者の 4種類の類型を示し、スティム
ソンとミネリー（Stimson and Minnery 1998）は、
オーストラリアのゴールドコーストへの国内移住
を調査し、同地域への移住者を引き付けている最
も大きな要因が経済的動機ではなくライフスタイ
ルである点を述べている。同様の視点は、アメリ
カのノースキャロライナ西部のリタイアメント移
住者の調査で移住先の景観、気候、余暇活動など
が彼らを引き付ける要因となっている点を指摘す
るハスとセロー（Hass and Serow 1993）の研究
や、パリの人口動態の調査を通してパリの人口の
約四分の一が退職後にパリから離れている点を指
摘した上で、この人口移動には故郷への帰還、家
族構成員の近くへの移動、理想のライフスタイル
を享受するための三種類の移動が含まれる点を指
摘するクリビアとカイチ（Cribier and Kych 1993）
の研究などにも見られる。
一方、ライフスタイル移住に関する国際移住の
先行研究では、主に欧米社会における国境を超え
るリタイアメント移住者や中間層専門職の研究が
行われている。例えばサルヴァ・トーマス
（Salva-Thomas 2002）は、スペインのバレアレス
諸島へのイギリス人およびドイツ人移住者の移住
理由に関する研究を行い、彼らの移住の動機に関
して、リラックスした生活への探求が最も大きな
要素である点を指摘している。また、レイとコバ

ヤシ（Ley and Kobayashi 2005）が行った香港か
らオーストラリアへの移住者の研究では、90年
代の中国への香港返還前に移住した住民は、政治
的動機を有していた一方で、生活の質に関する理
想も意思決定の要素として大きな部分を占めてい
た点を指摘している。同様に、イップら（ Ip,

Wu, and Inglis 1998 : 84）は、台湾からオースト
ラリアへの中間層移住者の移住プロセスの研究の
中で、彼らの大多数が経済的成功を求めて移住し
ている一方で、同時に教育、住環境、オーストラ
リアへの親近感などのライフスタイル要因が移住
の動機として一定の役割を担っている点を述べて
いる。これらの経済的動機以外の要因が移住の意
思決定に影響している点を強調する視点は、イギ
リスからアイルランドへの帰還移民およびフラン
スからポストガル、北アメリカからイタリア、ギ
リシャからマルタへの帰還移民を研究したセレス
（Cerase 1974）の研究、イングランドのベックス
ヒルおよびクラクトン＝オン＝シーへのリタイア
メント・リゾートの研究を通して海沿いおよび地
方部の地理的特性がリタイアメント移住を誘引す
る点を示したカーン（Karn 1977）の研究などに
も見られる。
また、国内移住、国際移住を問わず、先行研究
の動向として、観光と移住のつながりへの注目を
指摘することができる。例えばクーバ（Cuba

1991）はケープ・コッドへの移住者への研究の中
で、度重なる現地への観光滞在の経験が結果的に
リタイアメント移住の意思決定に繋がっている点
を示している。この「観光から移住へのプロセ
ス」（Nagatomo 2008, 2015）への着目は、文化人
類学や質的社会学および人文地理学など、質的研
究を採用する先行研究の中でも顕著に見られる。
例えばワイズマンとローズマン（Wiseman and

Roseman 1979）は、リタイアメント移住を単な
る出来事として捉えるのではなく、退職などの
「誘発メカニズム（triggering mechanism）」によっ
て開始される一種のプロセスで見ることを提唱す
る。すなわちワイズマンらは、リタイアメント移
住者の意思決定が移住前に居住していた地域にお
ける経験や国際観光の経験などの相互作用の結果
として生じるものである点を強調し、特に観光の
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経験から得る特定の地域への愛着が結果的に移住
の意思決定に影響を与える点を指摘している。こ
れらの移住前の滞在経験と移住の意思決定をプロ
セスとして捉える視点は、現代の移住研究におい
て着目されている点であり、トゥルーリー（Truly

2002）による北米からメキシコのチャパラ近郊へ
のリタイアメント移住について観光経験とリタイ
アメント移住の関連性を論じる研究や、ロトリゲ
ス（Rodriguez 2001）によるスペインのコスタ・
デル・ソルへのリタイアメント移住者の意思決定
と過去の現地への滞在経験の繋がりに関する指
摘、またキングら（King, Warnes, and Williams

1998）によるアルガルブおよびコスタ・デル・ソ
ルへのイギリスからのリタイアメント移住者の
90パーセント以上が現地を過去に観光客として
訪れていた点を示す研究などに見ることができ
る。
観光に関連する移住としては、観光客が移住者
に移行するプロセスの他に、観光産業が労働力を
誘引するプロセスも見られる。このプロセスに関
する研究としてはキングによる南ヨーロッパの観
光地への移住研究を代表例として挙げることがで
きる。キング（King 1995）は、観光産業が労働
需要を生み出し、それが結果的に観光地への労働
人口の移動を生み出す点を指摘している。この観
光産業の移民誘引作用に関するキングの視点は、
アメリカのワイオミング、モンタナ、アイダホに
おける起業移民の研究の中で観光が労働人口の移
動、ライフスタイル移民、リタイアメント移住な
どを誘発する点を指摘するスネペンジャーら
（Snepenger, Johnson, and Rasker 1995）の研究や、
リタイアメント移住者以外の移住者を呼び込むた
めにスウェーデンの地方政府が行った観光の戦略
的利用に関するニエドミセル（Niedomysl 2005）
の研究、オーストラリアの観光開発が結果的に日
本人観光客および日本人移住者の流入に繋がった
点を論じるナガトモ（Nagatomo 2008）の研究に
も見られる。
以上、ライフスタイル移住に関する研究動向を
述べたが、日本人移住者に関する研究を見てみる
と、ライフスタイル移住という用語や視点の定着
は見られず、研究の蓄積も少ないのが現状であ

る。しかし、経済的理由以外の理由による新しい
移住について一定の研究上の注目は見られる。例
えば、加藤（2009）は『自分探しの移民たち－カ
ナダ・バンクーバー、さまよう日本の若者』にお
いて、バンクーバーに移住・滞在する日本人若年
層を研究し、流動性に満ちた若者の生き方につい
て指摘する中で、「自分探し」、「日本社会からの
逃避」、「国際的に活躍」、「英語を使って仕事」、
「夢」など、経済的必然性を伴わない曖昧な要素
が彼らを「海外」に向かわせる推進力となってい
る点を論じている。また、加藤は海外に滞在する
日本人の若者が海外での自分探しに向かう背景と
して、日本の若者が「大人」となるためには「就
職」しか達成手段がなく、「結婚」が大人の指標
として絶対的価値を持たなくなった現代の状況に
おいて、仕事を自分自身と同一視する日本人の傾
向が自分探しの海外渡航の重要な要素として考え
られる点を指摘している。この加藤の研究は、現
代の日本の若者が経済的手段としての移住ではな
く、自分らしい生き方や仕事の模索という主観的
要素、あるいはアパデュライ（Appadurai 2001 :

6）が述べるところの想像力やファンタシーが、
移住の推進力となっている具体的事例と言える。
同様に、経済的要素以外の要素が移住の推進力と
なっている点に着目する研究として、小野
（2007）は、長期滞在型の海外観光である「ロン
グステイツーリズム」のマレーシアにおける事例
を研究し、現代の旅行に求められているものが観
光から滞在や暮らしへと変化しつつある点や、ロ
ングステイツーリズムの普及が複数の場所での暮
らしやトランスナショナルに暮らす生活様式の表
れであり、移住先が終の棲家ではなく老いの棲家
である点を指摘している。ハセガワ（Hasegawa

2007）は、中国の上海に向かう日本人女性の専門
職の移住を論じる中で、彼女たちの移住要因にお
いて経済的動機以外の要因が経済的動機に勝って
いる点を論じ、それらの例としてグローバルな都
市における選択肢の多様さやライフスタイルなど
を指摘している。また、サトウ（Sato 2001）は
著書 Farewell to Nippon にてオーストラリアへ移
住する現代の日本人の移住後の生活について質的
研究を行い、経済的要因以外の理由で移住した日
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本人移住者の理想と現実のギャップを中心に描い
ている。また、ミズカミ（Mizukami 2007）は、
著書 Sojourner Community において、ライフスタ
イル移住という概念を導入していないものの、オ
ーストラリアの日本人コミュニティを「滞在者コ
ミュニティ」として捉え、その移住・滞在形態の
多様性を指摘している。これらの研究の中には
「ライフスタイル移住」という用語が使用されて
いないものも含むものの、現代の日本人の中間層
の移住において、経済的要因以外の要素が重要な
役割を果たしているとの認識では一定のコンセン
サスがある。
以上に挙げた現代の日本人中間層のライフスタ
イル移住研究あるいは経済的要因以外の要素を移
住要因として設定している研究の動向を踏まえる
と、以下の点を指摘することができる。第一に、
日本人ライフスタイル移住者の先行研究では、
1990年代以降の日本社会の「ライフスタイルの
変化と移住の関連性」に関する研究は行われてこ
なかった。第二に、先行研究の中では日本人のラ
イフスタイル移住をライフスタイル価値観の変化
という文脈や関係性から論じる研究はあまり行わ
れてこなかった。第三に、先行研究においてはロ
ングステイツーリズムの議論に見られるように、
観光と移住の新たな繋がりへの注目は見られるも
のの、観光の経験が実際にどのように移住の意思
決定に繋がっているかというミクロな視点での研
究の蓄積は少ない。以上のように、社会的事象と
しては、中間層の国際移動がグローバル化時代に
飛躍的に増加し、新しい理論的視点からの移住研
究が必要とされているものの、それに対する先行
研究の蓄積は十分とは言えないのが現状である。

4．お わ り に

本論文は、今日の先進国の中間層を中心として
顕著になっているライフスタイル移住に関して、
その概念の整理と先行研究の概略を述べた。ま
た、その概念を日本人移住者の文脈から考察し、
研究動向を整理する作業を行った。ライフスタイ
ル移住をめぐっては、新移民に関して作られてい
る多くの用語を包含する概念であり、現代の中間
層の移住を研究する上で、重要なフレームワーク

と言える。日本人移住者に関しては、今日の海外
への移住や長期滞在の流れの多くは、この範疇に
含まれる。その意味で、今後日本人移住者の研究
において、その理論的重要性は増すことが予想さ
れる。
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